
現
在
主
流
の
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
よ
り
安
全
な
「
全
国
体
電
池
」
と
呼
ぶ
次
世
代
電
池
の
研
究
成
果
が
相
次
い

で
い
る
。
東
北
大
学
と
ト
ヨ
タ
臼
動
車
は
、
充
電
時
間
を
従
来
の
電
池
の
叩
分
の

1
に
短
縮
し
た
。
東
北
大
の
別
チ

ー
ム
も
、
軽
量
な
全
国
体
電
池
を
開
発
し
、
動
作
温
度
を
下
げ
た
。
韓
国
サ
ム
ス
ン
電
子
は
全
国
体
電
池
を
長
持
ち

さ
せ
る
技
術
を
開
発
し
て
お
り
、
国
内
外
で
実
用
化
に
向
け
た
開
発
競
争
が
熱
を
帯
び
て
い
る
。

Z~ 且 圃ム晶、.1--
V5炉、・1='=f、l骨冒
百三2・ ~f也、

東
北
大
・
ト
ヨ
タ

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の

主
要
部
材
で
あ
る
電
解
液
は

発
火
し
や
す
い
有
機
溶
媒
を

合
ん
で
い
る
。
全
国
体
電
池

は
電
解
液
の
代
わ
り
に
燃
え

に
く
い
固
体
電
解
質
の
中
を

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
が
動
き
、

安
全
性
を
高
め
て
い
る
。
理

論
的
に
は
電
解
液
の
電
池
よ

り
蓄
電
量
が
多
く
高
出
力
と

充
電
時
間

1
一日

さ
れ
る
が
、
従
来
は
電
解
液

の
電
池
以
上
の
性
能
が
出
せ

ず
実
用
化
が
難
し
か
っ
た
。

東
北
大
の
一
杉
太
郎
准
教

授
ら
は
電
解
質
と
電
極
の
境

界
面
に
注
目
し
た
。
真
空
装

置
を
使
い
、
電
池
の
製
法
を

工
夫
す
る
こ
と
で
電
解
質
と

電
極
を
き
れ
い
に
密
着
さ
せ

た
。
境
界
面
が
ぴ
っ
た
り
接

す
る
こ
と
で
リ
チ
ウ
ム
イ
オ

ン
が
電
池
内
を
移
動
し
や
す

く
な
っ
た
。
固
体
電
解
質
と

電
極
が
隙
聞
や
不
純
物
の
影

響
で
し
っ
か
り
接
し
て
い
な

か
っ
た
課
題
を
解
決
し
た
。

試
作
し
た
電
池
を
使
っ
た

実
験
で
は
、
従
来
の
電
解
液

を
使
う
と

ω分
以
上
か
か
る

充
電
時
間
を
3
分
に
短
縮
で

V
次
世
代
電
池
現
在
の

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
を
載

せ
た
電
気
白
動
車

(
E
V
)

は
1
回
の
充
電
で
の
走
行
距

離
が
2
0
0
J
M程
度
に
と

ど
ま
る
。
ガ
ソ
リ
ン
車
は
燃

料
満
タ
ン
で
約
5
0
0
J
M

走
れ
る
。
次
世
代
電
池
は
こ

れ
と
同
等
以
上
に
引
き
上
げ

る
の
が
目
標
だ
。
安
全
性
、

き
た
。
電
気
白
動
車

(
E
V
)

の
バ
ッ
テ
リ
ー
に
使
え
ば
、

短
時
間
で
充
電
で
き
る
。
今

後
は
ト
ヨ
タ
や
電
池
メ
ー
カ

ー
と
共
同
で
バ
ッ
テ
リ
ー
開

発
に
取
り
組
む
。

同
じ
く
東
北
大
の
折
茂
慎

一
教
授
と
宇
根
本
篤
講
師
ら

は
、
リ
チ
ウ
ム
と
水
素
の
化

合
物
を
電
解
質
に
使
い
、
電

池
の
重
さ
を
従
来
の
全
国
体

電
池
の
半
分
以
下
に
し
た
。

研
究
の
進
ん
で
い
る
硫
化
物

や
酸
化
物
の
電
解
質
を
使
っ

た
電
池
は
、
電
解
液
の
電
池

よ
り
重
か
っ
た
。

リ
チ
ウ
ム
と
水
素
の
化
合

物
を
使
う
と
高
温
の
環
境
で

し
か
動
か
な
い
問
題
が
あ
る

が
、
電
解
質
の
成
分
な
ど
を

工
夫
し
、
従
来
の
セ
氏
約
1

2
0度
か
ら
約

ω度
に
引
き

下
げ
た
。
将
来
は
窒
温
で
の

東
北
大
学
の
一
杉
准
教
授
ら
は
全
国
体
電

池
を
真
空
下
で
製
造
し
た

耐
久
性
の
向
上
や
充
電
時
間

の
短
縮
も
目
指
し
て
い
る
。

全
国
体
電
池
や
ナ
ト
リ
ウ

ム
イ
オ
ン
電
池
の
ほ
か
に
、

空
気
中
の
酸
素
を
使
っ
て
軽

量
な
電
池
を
実
現
す
る
空
気

電
池
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
イ
オ

ン
な
ど
を
使
っ
た
蓄
電
量
の

多
い
多
価
イ
オ
ン
電
池
な
ど

が
あ
る
。

動
作
が
目
標
だ
。
三
菱
ガ
ス

化
学
と
協
力
し
、

5
年
後
を

め
ど
に
E
V
な
ど
に
搭
載
す

る
バ
ッ
テ
リ
ー
向
け
に
実
用

化
を
目
指
す
。

サ
ム
ス
ン
電
子
は
硫
化
物

を
使
っ
た
全
国
体
電
池
の
耐

久
性
を
高
め
た
。

5
0
0回

の
充
放
電
を
繰
り
返
し
た
後

も
約
8
割
の
容
量
を
維
持
で

き
、
実
用
レ
ベ
ル
に
近
づ
い

た
。
こ
れ
ま
で
充
放
電
を
繰

り
返
す
と
容
量
が
急
激
に
下

が
る
の
が
課
題
だ
っ
た
。
正

極
の
構
造
を
工
夫
す
る
と
と

も
に
、
電
気
を
通
し
や
す
い

物
質
を
正
極
内
で
均
等
に
分

散
さ
せ
た
。
京
都
市
で
先
月

聞
か
れ
た
電
池
討
論
会
で
発

表
し
た
成
果
だ
。

現
在
主
流
の
リ
チ
ウ
ム
イ

オ
ン
電
池
は
体
積
あ
た
り
の

出
力
が
高
く
電
気
も
多
く
た

め
ら
れ
る
。
携
帯
端
末
や
E

V
な
ど
で
使
わ
れ
て
い
る
。

た
だ
発
熱
に
よ
り
破
損
す
る

可
能
性
が
あ
り
、
安
全
性
の

懸
念
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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